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　　　　①　
	· 整理番号


	

	
	フ リ ガ ナ
	　ナリタシゲル
	所属・職
	　臨床・健康教育学系・教授
	

	
	 研究代表者氏名
	　成田　滋
	印
	
	
	

	
	研究課題名
	　教師の資質や力量に関わる在宅学習児童生徒の保護者の期待や懸念とその分析
	

	
	研究の概要
	在宅で学習する児童生徒の成長の機会を広げるために、保護者との面談から得た学校文化への期待と不安の情報を基にして、学校と在宅での学習が両立するための要因を明らかにする。それに基づいて子どもの多様な学びの方法を提言し、教師の資質の向上に反映させる。

	

	
	研究経費
千円未満切捨
	
	研究経費合計
（千円）
	使　　用　　内　　訳　　（　千　円　）
	

	
	
	
	
	設備備品費
	消耗品費
	旅   費
	謝 金 等
	そ の 他
	

	
	
	
	734
	0
	235
	309
	190
	0
	

	
	研究組織　(研究代表者及び研究分担者)
	

	
	氏 名(年齢)
	所属・職
	現在の専門
	学  位
	役　 割　 分　 担
(本年度の研究実施計画に対する分担事項)
	ｴﾌｫｰﾄ
	

	
	
	
	
	
	
	(％)

	

	
	成田　滋(63)
古川雅文(53)
井上雅彦(41)
武井敦史(38)
大山芳隆(42)
	臨床・健康教育学系・教授
臨床・健康教育学系・教授
臨床・健康教育学系・助教授
臨床・健康教育学系・助教授
附属中学校・教諭
	特別支援教育学
教育心理学

特別支援教育学

教育経営学

英語教育
	教育学博士
文学修士

教育学修士

教育学博士
学校教育学修士
	研究の総括や特定非営利法人や保護者との面談の設定など渉外担当
在宅学習児童生徒の保護者との面談や掲示板での書き込み情報の分析
軽度発達障害児を持つ保護者との面談や掲示板での書き込み情報の分析

在宅と学校の両立が可能な学校文化や教師の資質や力量の向上への提言

中学生の事例からみた不登校の原因やカウンセリングの取り組み、学校復帰への要因の分析
	30
20

20

20
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	合計　　5名
	
	


                                                                                          　　　　　　　　　　　　　②　
	
	 研　究　目　的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　①研究目的（何をどこまで明らかにしようとするのか）､②当該分野におけるこの研究（計画）の学術的な特色・独創

的な点及び予想される結果と意義､③国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ等、の事項にわたって焦点

を絞り具体的かつ明確に記入してください｡
	

	
	　在宅で学習する児童生徒には、二つのタイプがある。一つは、積極的に自宅での自学自習を選ぶ者、もう一つは不登校になった者である。こうした子どもを持つ多くの保護者は、学校と在宅学習（ホームスクール）の両立が可能かどうかを模索している。学校への不安と期待が入り交じった複雑な心理状態にある。とりわけ、学年が進行するにつれて進学や就職を控えるようになると不安な気持ちが高くなる。学力の不安、社会的な適応なども気になってくる。｢体育｣や｢理科｣の授業などに出たいという子どもの願いを聞いて保護者は、｢選択登校｣ということも考える。しかし、学校がこうした保護者の希望を聞いて対応してくれるかどうかわからない、というという意見も聞かれる。

　そのため保護者は、我が子を在宅で学ばせながら民間団体や企業が提供する遠隔でのサービスも受けさせることが多い。たとえば、ネット上で運営される通信教育の学校に｢オンライン｣で通う者もいる。また、企業が経営する教育特区として認められた学校の寄宿舎で生活しながら学ぶ者もいる。

　在宅での学習を側面から支援するためには、教師の研修の機会が重要である。しかし、そのような機会はほとんどない。その理由の一つは、保護者の学校への期待や不安についての情報収集とその分析がほとんど行われておらず、保護者の意見が学校の対応に反映されていないことがあげられる。本研究の独創性は、在宅の児童生徒の学習の機会を広げるために、保護者との面談から得た情報を基にして学校と在宅での学習が両立するための要因を明らかにし、それに基づいて子どもの学びの多様な方略や方法を提言することにある。

　本研究の目的は、次のような点を明らかにすることである。

1 在宅で学ぶ児童生徒を持つ保護者が学校や教師にどのような期待を抱いているのか調査する。

2 保護者への側面からの援助のために、教師にはどのような指導上の資質と力量が必要かを明らかにする。

3 在宅学習を充実させるために、学校と在宅での学習が両立するための要因を明らかにする。

4 そのために教師養成（プリサービス）と教師研修（インサービス）カリキュラムの改善に資する情報を提供する。
　イギリスやスカンジナビア諸国、アメリカではすでに在宅学習制度が導入さている。全米50州すべてにおいて在宅学習は合法化されている。だが我が国では、在宅学習制度については未だに賛否両論がある。なぜなら、在宅学習によって学力が低下する、学校文化の中で形成されるコミュニケーション力が不足するといった懸念からである。在宅学習の賛否は、既存の学校の文化と児童観、保護者の教育権から生まれるすれ違いが一つの争点である。その意味で、在宅学習を実践する保護者の教育観と学校文化に期待することの要因分析は、きわめて多文化理解につながる展望を持つと考えられる。
	

	
	 
  着想に至った経緯等研究の背景、について具体的に記入してください。
	

	
	　筆者は長年、在宅学習を選んだ児童生徒の学びを支援する特定非営利(NPO)法人を組織し、その理事長として関わっている。こうした児童生徒は、チュータでありまたコーチである保護者から、学習を支援されて成長している。家庭での学びの形態は、在宅学習、あるいはホームスクールと呼ばれている。近年在宅で学ぶ児童生徒が漸増している。その主たる理由は、教育の機会が学校のみならず、育成学級、フリースクールに加え、在宅での保護者の責任のもとでの学習が子どもにとって有効であり、教育委員会もその役割を認知してきているからである。最近は、在宅児童生徒の中に軽度の発達障害児である学習障害、AD/HD、自閉症児も含まれてくるようになってきている。このような状況に伴い、保護者の子どもの学習を援助する指導上の困難さ、教材の不足、在宅学習の難しさが少しずつ浮き彫りなっている。保護者から学校や教師に対する典型的な反応の一部を以下に紹介する。
・学校の先生に子どもの行動を理解してもらえず、誤解を受けています。

・学校の先生や体制、時間の流れに不自然さを感じていいます。

・子どもは自分のこころや、からだにとって、居心地が良くなかったり、危険や不安を感じています。

・学校とのお付き合いをどうしたらよいかがわかりません。今はホームスクールに移行したばかりでなかなか理解されていない気がしています。登校を促されたり、望まない家庭訪問を強いられたり・・・。

・今は、体外的なことに気を使わずに、子どもとの暮らしが軌道に乗るように神経を集中させたいのに・・・。学校とのお付き合いはどこまで距離をとることが出来るの？どうしたら，喧嘩しないで距離を取れるのかしら？

・在学学習で楽しく子ども時代を過ごした子達も、いつかは自分の学びたいことや就きたい職業のために家庭外の教育機関へ学びに出かけるようになります。ホームスクールからはどんな進学先があるのでしょうか？
　現在、在宅学習の児童生徒を支援するために多くの施策やプロジェクトが存在する。｢NANっくす｣もそうであるが、プロジェクトの大半はこうした児童生徒を対象とする直接的なサービスに向けられている。しかし保護者の要望を学校教育に反映させる事情調査は皆無であるといってよい。
	

	
	
	研究代表者氏名
	　成田　滋
	

	
	
	
	
	


                                                                 　　　　　   　　       　　　　　　   　　　　③
	研究計画･方法 　　
  Ⅰ.研究目的を達成するための研究計画･方法について
　①　研究代表者･研究分担者の相互関係(役割分担状況)も含めて研究計画･方法を具体的に記入してください｡
②　主要設備(現有設備を含む)との関連、旅費については調査予定地域や実施体制､また､謝金等については人数や支援の内容など

経費と研究計画との関連性についても記入してください｡
  Ⅱ.生命倫理･安全対策等に関する留意事項（該当者のみ）
　　ヒト遺伝子解析研究、社会的コンセンサス等を必要とする研究及び生命倫理・安全対策に対する取組が必要とされている研究に
ついては、対策としてどのような措置を講じようとしているのか具体的に記入してください。

	研究方法

本研究では、その目的を達成するために以下のような計画を推進する。なお、保護者からの情報の収集やデータの保管、利用に際しては、個人情報の守秘義務に細心の注意を払うものとする。
1　多面的な保護者情報の収集

1) 保護者との直接面談

在宅学習を支援する保護者との半構造的な面談による情報収集を実施する。そのために本研究代表者が組織する特定非営利(NPO)法人に所属するすべての保護者から、在宅学習を選んだ利用や学校文化に対する期待と不安について直接事情を聴取する。

2) メールでの相談やネット上での話し合い

・保護者を運営する在宅学習の掲示板などでの専門家や保護者同士のブログ上の書き込みや討議を通してデータを
　収集する。

・保護者とのメールでの相談やネット上での話し合いから、話題となっているエピソードを収集する。

　以上の作業は、研究分担者全員が面談調査に赴いて保護者から情報を得る。

2　保護者情報の分析

　多面的に集められた情報は、いくつかのカテゴリに分類して記述的な分析を試みる。そのカテゴリは以下となる。

　(1) 在宅学習に至った経緯、(2) 在宅学習の特徴、(3) 不登校の原因、(4) 在宅学習のさまざまな工夫、
　(5) 教材や指導法の工夫、(6) 学年進行と学力への備え、(7) 軽度発達障害の疑いと対応、(8) 学校と在宅
　　学習の両立

　以上の作業は、主に古川と井上が担当する。
3　在宅と学校の両立が可能な学校文化や教師の資質や力量の向上への提言
　収集された保護者からのカテゴライズされた記述の質的な分析から、在宅と学校での学習が可能となる両立に向けた方向性や教師の在宅学習や不登校児童生徒への指導を高めるための提言をする。この作業は、主として成田と武井が担当する。

4　研究のタイムライン

　研究は以下のような時間軸に沿って分担者が協力しあいながら進められる。
　○平成18年

　　7月上旬　研究分担者と特定非営利法人との研究協力に関する協議

　　7月-9月　面談とネット上の掲示板や討議による第一次調査

　　10月上旬　研究分担者と特定非営利法人との情報内容の分析と関連協議

　　10月-12月　面談とネット上の掲示板や討議による第二次調査

　○平成19年

　　1月-2月　報告書の原稿作成
　　2月　報告書の印刷と配布、学内での研究報告会及び学外での研究発表
　　3月　学内講演会　この講演会はNANっくすとの共催とする。


	
	研究代表者氏名
	成田　滋


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

                                                                                  　　　　　　　(金額単位:千円)
	設備備品費の明細
	多数の図書､資料を購入する場合は｢西洋中世政治史関係図書｣のように
ある程度､図書､資料の内容が判明するような表現で記入してください｡
	消 耗 品 費 の 明 細

	品名・仕様（数量×単価）
	金　額
	品　　　名
	金　額

	
	
	○報告書印刷

○情報保存媒体
　URBメモリ
○保存用CD-ROM

○講演会用ポスター印刷

　合計
	@ 500 × 200部  ＝ 100,000円
@20,000 × 5個＝ 100,000円
@2,000 × 5箱＝ 
10,000円
@500 × 50枚＝ 
25,000円
235,000円


	 調査旅費等の明細

	 旅 　　　費
	謝　金  等
	そ　の　他

	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	　金　額
	

	○調査費
　・加東市～東京

　・加東市～名古屋
　・加東市～大阪
  ・加東市～神戸
　・加東市～広島
○講演会講師旅費

   ・東京～加東市

 　   合計


	@46,980 × ２名 × ２回 ＝ 187,920円
@31,840 × ２名 × １回 ＝ 31,840円

@ 5,860 × ２名 × １回 ＝ 11,720円

@20,100 × 1名 × １回 ＝ 20,100円
@ 5,220 × ２名 × １回 ＝ 10,440円

@46,980 × １名 × １回 ＝ 46,980円
309,000円
ｋｊ

	○講演会謝金
○情報整理費用

○保存用CD-ROM焼付
　用謝礼

○調査協力謝礼

　　特定非営利法人

　   合計

	　@30,000×1名×
 １回＝ 30,000円
@5,000 × ２名 ×10日 ＝ 100,000円
　

@ 5,000 × 1名 × 2日＝ 10,000円

　@50,000円×1回
　　＝50,000円
  190,000円


	　　無し

	0円
0円


	
	研究代表者氏名
	成田　滋


